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a

道
路
管
理
者
は
、
落
札
者
が
提
出
し
た
入
札
占

用
計
画
に
つ
い
て
、
道
路
の
場
所
を
指
定
し
て
、

当
該
入
札
占
用
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を

す
る
も
の
と
し
、
認
定
を
受
け
た
者
は
、
認
定
を

受
け
た
入
札
占
用
計
画
（
b

に
お
い
て
「
認
定
入

札
占
用
計
画
」
と
い
う
。）を
変
更
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
九
条
の

五
及
び
第
三
九
条
の
六
関
係
）

b

道
路
管
理
者
は
、
認
定
入
札
占
用
計
画
に
基
づ

き
道
路
の
占
用
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
道
路
の
占
用
の
許
可
を
与
え
る
こ
と

と
し
た
。（
第
三
九
条
の
七
関
係
）

〔
法

律
〕

〇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
五
一
）

N

〇
司
法
試
験
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
五
二
）

J
M

〇
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
五
三
）

〇
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
五
四
）

J
Q

〇
建
設
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
五
五
）

K
R

〇
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
五
六
）

L
J

〇
重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦

う
上
で
の
協
力
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の

協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
五
七
）

L
L

〔
政

令
〕

〇
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等

の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
二
〇
二
）

L
M

〇
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
二
〇
三
）

L
N

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

免
責
関
係

L
O

◇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
法
律
第
五
一
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
の
勧
告
の
う
ち
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
国
か
ら

地
方
公
共
団
体
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
等
を
行
う
こ

と
と
し
、
関
係
法
律
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

住
民
に
身
近
な
行
政
を
指
定
都
市
が
自
主
的
か
つ
総

合
的
に
広
く
担
う
よ
う
に
す
る
た
め
、
第
三
〇
次
地
方

制
度
調
査
会
答
申
で
示
さ
れ
た
都
道
府
県
か
ら
指
定
都

市
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
等
を
行
う
こ
と
と
し
、
関

係
法
律
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

３

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
七
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
司
法
試
験
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
五
二

号
）（
法
務
省
）

１

司
法
試
験
の
短
答
式
に
よ
る
筆
記
試
験
の
試
験
科
目

に
つ
き
、
公
法
系
、
民
事
系
及
び
刑
事
系
に
属
す
る
七

分
野
の
科
目
と
し
て
い
た
も
の
を
、
憲
法
、
民
法
及
び

刑
法
の
三
科
目
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
第
一
項

関
係
）

２

司
法
試
験
の
受
験
回
数
に
つ
き
、
法
科
大
学
院
修
了

又
は
司
法
試
験
予
備
試
験
合
格
後
五
年
間
の
受
験
期
間

内
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
試
験
の
回
数
に
つ
い

て
の
制
限
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

３

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
法
律
第
五
三
号
）

（
国
土
交
通
省
）

一

道
路
法
の
一
部
改
正
関
係

１

高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
占
用
基
準
の
緩
和

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
ら
れ
る
工
作
物
又

は
施
設
で
、
当
該
高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
区
域
を

そ
の
合
理
的
な
利
用
の
観
点
か
ら
継
続
し
て
使
用
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
道
路
の
占

用
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た

め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
基
準
に
か
か

わ
ら
ず
、
道
路
の
占
用
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
三
条
関
係
）

２

道
路
の
占
用
に
お
け
る
入
札
制
度
の
導
入

^

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
占
用
の
許
可
の
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
を
占
用
料
の
額
に
つ
い

て
の
入
札
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
が
、
道
路
占
用

者
の
公
平
な
選
定
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
管
理

者
の
収
入
の
増
加
を
図
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
入
札
対
象
施
設
等
に
つ
い
て
、
入
札
占

用
指
針
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
九
条
の
二
関
係
）

_

入
札
対
象
施
設
等
を
設
置
す
る
た
め
道
路
を
占

用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
入
札
占
用
計
画
が

適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
た
め
の
入
札

（
以
下
「
占
用
入
札
」
と
い
う
。）に
参
加
す
る
た

め
、
こ
れ
を
道
路
管
理
者
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
九
条
の
三
関
係
）

`

道
路
管
理
者
は
、
入
札
占
用
計
画
を
提
出
し
た

者
の
う
ち
、
基
準
に
該
当
す
る
と
認
め
る
も
の
に

対
し
て
は
、
占
用
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
し
、
当
該
通
知
を
受
け

た
者
を
参
加
者
と
し
て
、
占
用
入
札
を
実
施
し
、

最
も
高
い
占
用
料
の
額
を
も
っ
て
申
し
出
た
参
加

者
を
落
札
者
と
し
て
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
た

だ
し
、
効
率
的
な
道
路
の
管
理
の
観
点
か
ら
適
切

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
占
用
料
の
額
そ
の
他

の
条
件
が
当
該
道
路
管
理
者
に
と
っ
て
最
も
有
利

な
入
札
占
用
計
画
の
提
出
を
し
た
参
加
者
を
落
札

者
と
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
九
条
の
四
関
係
）
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